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＜連絡事項＞

· 5月分の経過連絡を提出していないスタッフは、早急に提出すること。

· 学会で使用するアンケートの集計を、各勤務スタッフで分担して行っていく。

· 6/11（水）までに職員旅行の希望コースを入力すること。

· アドバイザー研修が本日までとなっているので、対象者でまだ出席していないスタッフは参加すること。

· 6月の俳句募集、テーマは「水中花」。担当スタッフは作成すること。

· 6/19・20の勤務変更予定（職員旅行の為、スタッフ調整）

Ａ勤務：服部　　デイ：中居・兵藤　　遅Ｂ：川井・向　　遅Ｃ：上野・佐々木

＜外来情報＞

· 我満　奈津紀様～娘様が学校に行かず、押入れに閉じ篭っているとのこと。理由は、我満様の交際

相手が週に3～4回も来る為、母親を取られたような気分なのではないかと話されている。デイケアに来る時は、娘様は自宅にいるため、心配だと話されている。また、本人の風邪は治ったとのこと。

· 森田　清助　様～「デイケアには慣れた。革細工で財布を作っている」と話されている。

· 高橋　百壽　様～先週、激しい運動をしたため、低血糖になったと話されている。激しい運動は控

えるよう説明あり。血糖130mg/dl、HbA1c　7.3。不眠時の屯用薬が効かないとの事で､エスタゾラムに変更となっている．

· 本田　英之　様～今週、青明舎スタッフとハローワークに行って仕事を探してくるとのこと。勉強

が出来ておらず、能力的に低下している気がすると話されている。デイケア利用日については、青明舎での就労プログラムに合わせて調整していくと、青明舎スタッフより情報あり。また、減薬希望されているが、調整はしていない。

· 晴山　美智子様～咳が止まらず、木村内科受診したとのこと。嘔吐もあったとのことで、注射もし

たと話されている。現在は市販のパブロンを服用しているとのこと。体重は93.8kg（先週比-400g）。母親が軽い脳梗塞にかかり、後遺症はないが、寝てばかりだという。母親は「デイケアに行け」と言うが、人間関係が嫌で行きたくないとのこと。自分の為にも、通所はするよう説明あり。

＜利用者様情報＞

· 本多　富美　様～酒臭強く、表情もぼんやりしており、反応の鈍さもみられている。飲酒した理由

について問うと、「悲しい事があった」と詳しいことは話そうとせず。「気持ちが悪い」と不調訴え、午前中は静養室で休まれている。昼食は、春雨サラダとグレープフルーツ、スープのみ摂取。午後は用事があり早退するとのことで、時間まで静養室で休みたいと希望されている。

· 江刺家　陽輝様～本日、自宅から自転車で40分かけて来所している。「体力作りしようかと思って。

あと、バス券がないから、バス代を節約してお金を貯めたい」と話されている。交通量の多い道路を通って来たとのことで危険であること、自転車での通所については外来担当医にも相談してみるよう説明。また、デイケア保険に加入していない為、万が一の為に、自転車保険など何らかの保険に加入しておくことを勧めている。

先週、母親と口論になって殴ったことについては何も話されておらず、週末に母親と二人で田沢湖まで行ってきたと表情良く話されている。

· 北村　奈美　様～先週金曜日、作業プログラムで園芸に参加しているが、「園芸のメンバーが男の

子ばかりだし、あまり話したことのない苦手な人なので、別なグループに変えたいです」と話されている。まず、何回か参加してみて、どうしても慣れないようならグループを変えても良いこと説明し、本人も了承している。また、卓球のペア組みについて話した時のことについて、「江刺家君に自分とだと嫌だって言われた（実際にそのようなことはない）」「江刺家君のお母さんが病棟の時に、私のこと知っているから、江刺家君に私のこと気をつけろって言っているのかもしれない」と被害的な発言きかれている。職員は、患者様や利用者様の情報を他人に話すことはできない為、そのようなことは考えにくいこと、また、あまり話したことがないため相手も遠慮したのではないかと説明すると、「そっか、そうですよね」と納得されている。対人関係については、無理せずにゆっくり進めていくよう説明、介入していく。

· 村上　元道　様～「週末に遊びすぎて疲れた」と話され、午前中のプログラムはストレス緩和を希

望されている。遊びすぎで体調が悪いのは自己責任なため、疾病教室に参加して戴いている。また、青山荘退所後のグループホーム利用について、「保留になった」と本人から報告あり。グループホームに入所するにあたって、朝にきちんと起きるなど生活リズムを整える必要性があることを説明し、本人にも振り返って戴いていく。

· 小向　武雄　様～左眼瞼に青痣あり。先週金曜日の帰荘時、青風荘玄関付近で転倒したとのこと。

前を見ないで歩行する傾向にあり、以前にも電柱にぶつかってしまうことがあった方なので、前方には十分注意して歩くよう説明していく。

· 古舘　ヨリ　様～ポケットに入れていた内服薬（本日朝昼の分）が無くなっているとのことで、「ど

こかに落としたのかもしれない」と話されている。定時まで余裕があるため、自宅に帰って確認してみるよう促しているが、自宅にも無かったようで、明日の分の昼食後薬を持参している。また、朝食前薬（糖尿病薬）を飲んでいないとのことで、食後の薬と一緒でも良いので服用するよう説明している。

· 袴田　隆裕　様～先週の外来にて、現在行っている職親の仕事について「同じような仕事ばかりで、

自分には合わないような気がする」と話されている。デイケアスタッフには、「仕事を辞めた」と報告されているため、詳細は青明舎に確認を行っていく。

＜対応困難事例＞

· 細越　定生　様～プログラム参加やバイクの駐車場所など、デイケアのマナーについて不満を話し

てくることあり。デイケアのルールや決まりごとについては、個人的に話す場を設けて、利用規約を併せて何度も説明を行っているにも関わらず、「デイケアについてのマナーなんか何処にも貼っていないじゃないか」と話されているため、掲示しておけば問題ないのかと問うと、「いや、そこまでは」と否定している。また、「ルールを守るか守らないかは個人の自由じゃないか」と話されているため、利用規約にも記してある通り、デイケアでのルールを守ることが通所利用の前提であること、通所は個人の意思で行われるもので、規約を守れないようであれば通所はしなくても良いことを説明。すると、本人は曖昧に返答し、話を逸らそうとしており、後日定期的に通所している。

⇒デイケアのルールについて詳細にまとめ、いつでも提示できるようにする。

⇒常識的に出来ている部分は過大傾向に評価し、本人に非がある部分は振り返って戴く。

＜事例検討＞

晴山　美智子様（41）女性　　統合失調症

通所利用開始日：平成20年5月14日

○現在の本人の状態

· 火・水・金の通所日となっているが、通所開始時より2～3日程度しか来所出来ていない。

· 5月下旬に、母親が軽い脳梗塞になったとのことだが、重症ではない為、本人の通所は可能な状態。

· 土日や休日は、友人と遊びに行っているとのこと。

· 体重92kg（5月下旬、退院時より+3kg）。食事チェック記入は続けており、デイケアには持って来てはいないが、外来では担当医に見せている。

· 本人は「1年間はデイケアに通って様子を見たい」と話されている。

○今後の治療計画

・定期的に通所利用を行い、生活リズムを安定させる。










